第３回学校適正配置藤島地域検討委員会　会議概要
○　日　　時　　平成２６年１月２９日（水）　午後７時～８時３０分
○　会　　場　　藤島ふれあいセンター
○　次　　第　　１．開　会

　　　　　　　　２．挨　拶
　　　　　　　　３．議　事
　　　　　　　　　（１）報告

　　　　　　　　　　　　①学校適正配置の検討状況

　　　　　　　　　　　　②長沼小学校区懇談会における検討結果
　　　　　　　　　（２）協議
　　　　　　　　　　　　①地域検討委員会としてのとりまとめについて
　　　　　　　　　（３）その他
　　　　　　　　４．閉　会

○　公開・非公開の別　　公開
○　傍聴者の人数　　１人

○　審議事項
　（１）報告

　　　①学校適正配置の検討状況

　　　　（事務局説明）

　　　　　・鶴岡市全体における学校適正配置の進捗状況について説明

　　　　（質疑・意見）

　　　　　・特になし

　　　②長沼小学校区懇談会における検討結果

　　　　（長沼小学校区懇談会からの報告）

　　　　　　懇談会の経過報告として、平成２４年２月に第１回懇談会を開催してから７回の懇談会を開催した。途中１年間ぐらい中断したが、平成２５年７月に再開し、未就学児の保護者意見交換会、就学児の保護者意見交換会、各町内会での意見交換会、中学生以上を対象にしたアンケートを行なった。
その後、懇談会としての方向性を決め、１２月に長沼地区の住民説明会、平成２６年１月に第７回懇談会を開催し、懇談会としての意思確認をした。

長沼地域としての回答および今後の方向性として、次のとおり報告する。
(1)長沼地区としての回答は、住民アンケートの結果等を考慮し、平成２８年４月からの統合はしない。
(2)今後の方向性、要望事項等として、平成２８年度以降も第二次の学校適正配置基本計画が継続されるようだが、次の事項を検討していただきたい。
①長沼地区としても、将来的にこのままでとは思っていない。第二次の計画を検討するならば、長沼小学校区のみならず藤島地域全体、藤島、渡前、東栄を含めた形で検討していただきたい。例として、藤島地域に１つ、もしくは２つの小学校という意見が多数あった。
②すべての小学校にそれぞれ伝統がある。そのため、わずか２、３年で結論を出すのではなくて、もっと長期的に考えていただきたい。また、将来的に統合するならば、統合した後の校舎の使用目的等を明確にしていただきたい。

また、藤島地区の各学校に対する要望事項として、小規模校での問題点や不安事項を少しでも軽減できるような配慮をお願いしたい。各小学校が連携を取り、例えば、合同での修学旅行を計画したり、課外授業として定期的に４校が集結し交流を深める等、ぜひ検討していただきたい。

まとめとして、少子化による児童数減少は、長沼小学校に限らず各小学校にも同じことが言える。藤島地域全体が一丸となって、学校適正配置問題に取り組んでいかなければならないのではないか。今回、統合しないことに決めたわけだが、小規模校としての様々な課題や不安が残されている。これらの心配事をいくらかでも軽減させるために、教育委員会はじめ学校現場の先生方、地域住民が知恵を出し合い、子どもたちにとってより良い環境づくりを構築するために協力していきたい。

（２）協議
①地域検討委員会としてのとりまとめについて

　　　　（事務局説明）

・地域検討員会の今後の進め方に関する教育委員会として考え方を説明。　

　　　　（懇談会からの報告及びとりまとめへの質疑・意見）

　　　　　・アンケート結果は、「統合すべき」というのは４５％、「当面存続」が３０％、「将来とも存続」が１３％、「分からない」が１０％程度であった。現状では、大きなハードルを越える決議をすべきではないというのが大方の意見だった。統合はやむを得ない方向にあると思うが、藤島地域全体での統合、学区再編の希望が多く出ている。

・統合は、長沼小と藤島小を想定した統合なのか。中学校区の中での再編ということであれば、藤島地域４校をどう再編していくのかというところから出発しないとこの問題は解決しないのではないか。
・アンケート結果で統合しないと決めたわけではなく、いろいろな検討を総合してこのような判断になった。複式学級の解消は非常に大事なことと思う。その点では、東栄小や渡前小も遠くない時期に複式学級の問題が発生することが目に見えている。それならば、今回は様子を見ようということになった。再度、話し合われる状況になるとすれば、藤島中学校区ではこのような形が理想だというように検討されていくのが望ましい。

・地域検討委員会の今後の進め方の中に、検討期間の延長という説明があったが、長沼の状況からすると意見等はほぼ出尽くしたので、延長は考えられない。

・他の学校では懇談会を設けていなかったのか。
・今回、仮に長沼小と藤島小が統合になった場合、藤島地域では１校が大きくて残りの２校が小さいものとなる。将来、１０年、２０年のスパンで、学校がどのように推移するのかを含めて議論する必要があるのではないか。

　　　　（事務局の回答）

・今回の計画では、統合の相手校は教育委員会から示すのではなくて、地区より統合の相手校も含めて検討をいただいている。長沼であれば地理的にも藤島小という選択肢が現実的と思われるが、他の地域では、対象となる相手校のどこが妥当かということも含めて、統合に向けた検討をお願いした。　

・懇談会の設置については、平成２８年までに複式学級の編成が想定される学校として、長沼小学校区に設置して検討をしていただいた。藤島地域のその他の学校は、現状として複式学級になっていないことから、懇談会を設置していない。　

・教育委員会としては、統合に理解をしていただくようお願いをしてきたが、前提として、地域の合意を得るという基本姿勢で臨んできた。

　　　　（結論）

・藤島地域検討委員会としては、現時点では、学校再編計画（学校統合、統合の時期、統合新校の位置についてまとめたもの）を取りまとめるに至らない。
・藤島地域全体で、将来を見据えた話し合いを検討した方が良い。

※その他としての審議事項なし。

